
本校が出場する学校総合体育大会予選会は、昨日の陸上競技をもって全て終了しました。大会中、全

ての部を応援するため、各会場をまわると、本校生徒が全力でプレーし、全力で応援する姿をたくさんみ

ることができました。印象深かったのは、生徒の「笑顔」です。特に３年生は、仲間とともに戦う最後の大

切な時間を全力で楽しんでいるようでした。どの部も本当によく頑張りました。 

以下は、大会直前に行われた学総市予選会激励会での激励の言葉の一部です。 

（前略）皆さんは、プロバスケットボール選手の田臥勇太選手を知っているでしょうか。日本人初のＮＢＡ選手とし

ても有名です。身長は１７０ｃｍそこそこですから、バスケットボール選手としては小柄です。それでも、スピードとセ

ンスの良さで注目を浴び続けてきました。４１歳となった現在でも日本のトップチーム・宇都宮ブレックスで活躍し

ています。その田臥選手が、ＮＢＡのコートに立った心境を、こんな言葉で表現しています。 
 

「何回も小さいから無理だと言われ、何回も大男が落ちてきてケガをし、 
何日も眠れない夜を過ごし、何回も逃げ出そうとした。 

けれど、何万回もパスをし、何万回もドリブルして、何万回も相手をフェイクし、 

何万回も速攻を出し、何万回もシュートを打って、僕はアメリカのコートに立った。」 
 

  バスケット部の皆さんは、田臥選手と同じように、つらいこと、苦しいことを乗り越え、何万回もパスを出し、シュ

ートを打っていると思います。種目こそ違っても、中学校に入学してから２年間で、野球部やソフト部の皆さんは、何

万回もボールを投げたり、バットを振ったりしたでしょう。サッカー部も、バレー部も、ソフトテニス部、卓球部、剣道

部、陸上部、第 2 陸上部、それぞれが同様に、何万回もの積み重ねをしてきたのだと思います。それは、運動部だ

けでなく吹奏楽部・生活芸術・美術部の皆さんも同じです。 ３年生にとっては最後の大会に臨む今、改めて、これ

までの何万回もの積み重ねに思いをはせてください。自信を感じることもできるはずです。そして、皆さんの積み重

ねを支えてくれた、先輩や仲間、お家の人などに対する感謝の気持ちをもつことができるといいですね。（後略） 

保護者の皆様には、お子さんの頑張りを認めていただき、お子さんが次の目標をしっかり定められるよ

うご指導をお願いします。ここから夏休みまでの期間がとても大事です。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 4．5.6日 3年修学旅行 
上記スローガンのもと、３年ぶりの京都・奈良への修学旅行が、実施さ

れました。歴史的建造物を巡る旅路でのガイドさんの言葉「こんな真剣
な眼差しを向けられたら、いつも以上に頑張って声を張りますわ」という
言葉が示すように、歴史の教科書の中で過ごした３日間は、「修学旅行
を成功させたい」という３年生の意欲と責任ある行動に満ちていました。 
実行委員長の関根さんは、「皆で協力することの大切さを学ぶことが

できました。１７８人の仲間や先生方と無事行くことができて本当に幸せ
でした」と振り返りました。この貴重な経験を生かし、これからも三尻中学
校をリードしていってください。 

   生徒一人一人の能力や個性を伸ばす教育を推進します 
   ～ 全ては子供たちの笑顔のために ～ 

 

熊谷市立三尻中学校 学校だより         

  

令和４年 ７月 ５日（火） 

校  長  田沼  良宣 

                   
 

 

 

００００ 

 

一天瑠璃 

深めよう古都の歴史と我らの絆 ～178 人で創る最高で最後の旅～ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                

              

 

                                                                                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 等 

1 金 3 年卒業アルバム撮影 

２ 土  
３ 日  
４ 月 3 年卒業アルバム撮影 
５ 火 3 年実力テスト（テスト日課） 
６ 水 全校朝会 生徒会の日 部活なし 
７ 木  
８ 金  
９ 土  
10 日  
11 月  
12 火 火①②④③金⑤⑥ 3年進路説明会⑤⑥ 
13 水 くまなび 職員会議 部活なし 
14 木 45 分授業（完全下校 17:15） 
15 金 45 分授業（完全下校 17:15）金①②③④火⑤⑥ 
16 土  
17 日  
18 月 海の日 
19 火 給食最終日 45 分授業 大掃除⑥ 
20 水 前期前半終了日 部活なし 
21 木 夏季休業日(～8/30） 教育相談① 
22 金 教育相談 
23 土  
24 日  
25 月 教育相談③  資源回収④ 
26 火 教育相談④ 第1回学校保健委員会10:00 
27 水 教育相談⑤ 
28 木 教育相談⑥  
29 金  
30 土  
31 日  

 

 

全生徒による学級討議、生徒評議会を経て、オンライン形式の

生徒総会が、笠原・木部両議長のスムーズな進行のもと実施さ

れました。今年度は、委員会の活動内容に応じた予算の配分が

なされ、一層の充実が期待されます。 

令和4年度生徒会スローガン「４９６の笑顔と個性が輝く三尻

中学校」目指して活動スタートです。 

 

 
 

            

７月の行事予定 

【８月の主な予定】 
２日 埼玉県吹奏楽コンクール 

１５日 学校閉庁日 部活なし（～１６日） 
１９日 生徒登校日（課題の回収・除草） 
２２日 資源回収⑤ 
２５日 熊谷市英語弁論大会 
３０日 夏季休業終了 
３１日 前期後半開始日 全校集会  

給食なし 部活なし 
【９月の主な予定】 
１日 給食開始 
２日 １．２年夏休み明けテスト 
３日 漢字検定 
７日 県新人水泳大会（～８日） 

１２日 前期期末テスト（～１３日） 
１６日 第２回 PTA理事会 19：00 
２１日 新人陸上市予選会（予備日：23日） 

２６日 第 1回中 3テスト 資源回収⑥ 

２９日 新人市予選会中心日（～30 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 21日 学総市予選会激励会 
色とりどりのユニフォームを着た部長たちが、吹奏楽部の生演奏

で入場し、「県大会出場を目指しま 

す」「悔いの残らぬよう全力で戦い 

ます」など意気込みを語りました。 

文化部部長からは、SUN フェス 

タに向けての抱負と運動部へのエー 

ルが、生徒会長からは「大会が開催 

されることに感謝の気持ちを持って 

臨んでください」とのメッセージが 

送られ、選手の士気の高まりととも 

に、三尻中生の一体感を感じる会となりました。 

6月２２日～ 学総市予選会 各部の主な結果 
野球部  1回戦惜敗  サッカー部 1回戦惜敗 

ソフトボール部 予選リーグ惜敗（1勝 1敗） 

男子バレー部  第 3位        女子バレー部  ベスト 8 

男子バスケ部  2回戦惜敗     女子バスケ部  第 3位 

男子剣道部   個人・団体惜敗  女子剣道部   個人惜敗 

男子卓球部   団体・個人 惜敗 

女子卓球部   団体 惜敗 個人：設楽・西沢組ベスト８ 

男子テニス部  団体 4位 個人：小泉・山口組ベスト８ 

女子テニス部  団体・個人 惜敗 

水泳  男子１００・２００背泳ぎ   川口大翔 第4位（県大会出場）          

男子２００M個人メドレー 園田璃空 第 3位 

女子２００M自由形      中山菜陽 第 2位 

６月３０日、７月４日 学総市予選会（陸上）県大会出場者 
 

熱中症予防のため以下の指導をします！ 

①朝ごはんを毎朝食べ、睡眠時間を確保します。 

②水分・塩分をこまめにとります。 

③日傘をさします。帽子をかぶります。 

④運動時はマスクを外します。 

⑤登下校時や授業時は、体育着で過ごします。 

 

 

④ 

戸井田大輝【シード権による】 
１位 中条光希 
１位 近藤淳平 
１位 近藤淳平 
１位 田中 敬 
１位 田邨藍生 
１位 石井裕貴 
１位 川多,近藤,池田,中条,戸井田,柿沼 

２位 土屋里緒 
２位 今井杏音 
２位 土屋里緒 
１位 横山彩夏 
１位 小澤紀子 
１位 新堀,土屋,今井,小澤弘,小澤紀 
 

２年男子 100Ｍ 
３年男子 100Ｍ 
共通男子 200Ｍ 
共通男子 110ｍハードル 
共通男子 1500Ｍ 
共通男子走幅跳 
共通男子砲丸投 
男子 400Ｍリレー 
２年女子 100Ｍ 
３年女子 100Ｍ 
共通女子 200Ｍ 
共通女子走高跳 
共通女子走幅跳 
女子 400Ｍリレー 
 

6月 9日 生徒総会 
「生徒の 生徒による 生徒のための学校づくり」 

 


